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依頼科 メーカー

救急・集
中治療セ

ンター

CSLベー
リング

依頼科 メーカー

腎臓内科 佐藤製薬

・全科新規採用薬品：下記の通り

・診療科限定新規採用薬品：下記の通り

薬品名 成分 用法用量 適応症

2026年4月14日

関係各位

薬局だより

薬剤部　 医薬品情報管理

定例薬事委員会において新規採用薬品等を下記のように決定いたしました。

新規採用薬品

エムラクリーム　5g
（薬価：182.40/g）

1g中
日局　リドカイン
25mg
プロピトカイン
25mg

＜成人＞
通常、成人には、レーザー照射予定部位
又は注射針・静脈留置針穿刺予定部位
に10cm2あたり本剤1gを、密封法（ODT）
により60分間塗布する。なお、1回あたり
の塗布量は10gまでとし、塗布時間は120
分を超えないこと。
＜小児＞
通常、小児等には、レーザー照射予定部
位又は注射針・静脈留置針穿刺予定部
位に10cm2あたり本剤1gを、密封法
（ODT）により60分間塗布する。なお、1回
あたりの塗布量及び塗布時間は下表を
超えないこと。

○皮膚レーザー照射療法時の疼痛
緩和
○注射針・静脈留置針穿刺時の疼痛
緩和

薬品名 成分 用法用量 適応症

ベリナートP静注用500
(薬価：101,325/瓶)

人C1-インアクチ
ベーター500国際
単位

＜効能共通＞
本剤を添付の日局注射用水全量で徐々
に溶解し、直接静注するか、点滴静注す
る。直接静注の場合は、緩徐に行う。
＜遺伝性血管性浮腫の急性発作＞
通常、成人には1,000〜1,500国際単位を
投与する。本剤投与後、数時間以内に
効果の発現が認められないか、あるい
は、不十分な場合には、500〜1,000国際
単位を追加投与する。また、24時間後で
も症状の改善が不十分な場合には、そ
の症状に応じて繰り返し投与する。
＜侵襲を伴う処置による遺伝性血管性
浮腫の急性発作の発症抑制＞
通常、成人には侵襲を伴う処置前の6時
間以内に1,000〜1,500国際単位を投与
する。

○遺伝性血管性浮腫の急性発作
○侵襲を伴う処置による遺伝性血管
性浮腫の急性発作の発症抑制



2)

依頼科 メーカー

呼吸器内
科

協和キリン
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依頼科 メーカー

小児科
ヤンセン
ファーマ

血液腫瘍
内科

ビーワン・
メディシン

ズ

精神科
Meiji

Seika ファ
ルマ

消化器・
肝胆膵外

科
持田製薬

4)

5)

① 販売中止に伴う変更

→

②

→

→

→

【科】アイリーア硝子体内注射用キット40mg/mL

インスリン リスプロBS注ソロスター HU「サノフィ」 インスリン アスパルトBS注ソロスター NR「サノフィ」

	献血ヴェノグロブリンIH10%静注
2.5g/25mL・5g/100mL・10g/100mL・20g/200mL

グロベニン-I10%静注
5g/50mL・10g/100mL・20g/200mL

【科】アフリベルセプト硝子体内注射用キット40mg/mL「バイエル」

テシプール錠1mg（薬価：
7.00/錠）

1錠中　セチプチ
リンマレイン酸塩
1mg

セチプチリンマレイン酸塩として、通常、
成人1日3mgを初期用量とし、1日6mgま
で漸増し、分割経口投与する。なお、年
齢、症状により適宜増減する。

セチプチリンマレイン酸塩として、通
常、成人1日3mgを初期用量とし、1日
6mgまで漸増し、分割経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減す
る。

販売/供給中止・回収・限定出荷等に伴う変更 (在庫なくなり次第変更予定)

診療科限定再審議薬品(本採用結果)

供給困難に伴う変更

(変更前薬品名) 　　　　　(変更後薬品名)

・ルンスミオ点滴静注1mg/30mg：診療科限定のままで（血液・腫瘍内科）

(変更前薬品名) 　　　　　(変更後薬品名)

エスポー注射液750 エポエチンアルファBS注750シリンジ「JCR」

ロペミン小児用細粒0.05%
（薬価：14.30/g）

（1g中）
ロペラミド塩酸塩
0.5mg

ロペラミド塩酸塩として、通常、小児に1
日0.02〜0.04mg/kg（ロペミン小児用細粒
0.05％として0.04〜0.08g/kg）を2〜3回に
分割経口投与する。
なお、症状により適宜増減する。

急性下痢症

ボルズィ錠5mg（薬価：
71.10/錠）

1錠中ボルノレキ
サントとして5mg

通常、成人にはボルノレキサントとして1
日1回5mgを就寝直前に経口投与する。
なお、症状により適宜増減するが、1日1
回10mgを超えないこととする。

不眠症

ブルキンザカプセル80mg
（薬価：6,636.10/カプセ
ル）

1カプセル中
ザヌブルチニブ
80mg

通常、成人にはザヌブルチニブとして1回
160mgを1日2回経口投与する。なお、患
者の状態により適宜減量する。

○慢性リンパ性白血病（小リンパ球性
リンパ腫を含む）
○原発性マクログロブリン血症及びリ
ンパ形質細胞リンパ腫

患者限定新規採用薬品：下記の通り

薬品名 成分 用法用量 適応症

診療科限定追加薬品：下記の通り

薬品名 成分 用法用量 適応症

ジーラスタ皮下注3.6mgボ
ディーポッド
（薬価：90,969/キット）

ペグフィルグラスチ
ム（遺伝子組換え）
3.6mg0.36mL1キッ
ト

通常、成人にはがん化学療法剤投与終了後
の翌日以降、ペグフィルグラスチム（遺伝子
組換え）として、3.6mgを化学療法1サイクル
あたり1回皮下投与する。

がん化学療法による発熱性好中球減少
症の発症抑制
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・なし
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①先発→後発への変更

後発品への変更(在庫なくなり次第変更予定)

・なし

(1)規格追加

【科】アイリーア8mg硝子体内注射用キット
114.3mg/mL

【科】アイリーア硝子体内注射用キット40mg/mLより規格追加

採用区分変更

（1）科採用→患者限定へ変更

・ブロメライン軟膏5万単位/g

(2）規格変更

【科】リブロファズ配合皮下注 【科】ライブリバント点滴静注350mg

採用区分/剤型変更等(在庫なくなり次第変更予定)

剤型変更/剤型追加/規格変更/規格追加

削除薬品(在庫なくなり次第削除予定)

【科】パキロビッドパック600 期限切れのため削除

【患者】ペンタサ坐剤1g 期限切れのため削除

出荷停止・販売移管に伴う変更


